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会社概要

会社概要

FCEグループは2013年から12年連続で
Great Place to Work®「働きがいのある会社」ランキングでベストカンパニー、
2021年/2023年アジア地域における「働きがいのある会社」ランキングでも

ベストカンパニー入りを果たしました。



Purpose

チャレンジ

あふれる

未来をつくる

Mission

「人」×「Tech」で

人的資本の最大化に貢献する

Human Capital Maximizer

©FCE Inc. All rights reserved.

DX推進事業 教育研修事業

5



FCEの事業ポートフォリオ

プロセス＆

テクノロジー事業本部 エデュケーション事業本部 パブリッシング事業本部

トレーニング・カンパニー事業本部



TC事業本部Purpose

働くをもっと

おもしろくする

TC事業本部Mission

人が持つ力・チームが持つ力

を最大化する

Human Capital Maximizer

©FCE Inc. All rights reserved.

DX推進事業 教育研修事業
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法人向け人財育成・研修事業（トレーニング・カンパニー事業本部）





研修はやらされ感、嫌々参加

教育はOJT頼み。でも、
教える人によって内容もバラバラ

社員教育 よくある失敗例

学んだはず、教えたはずなのに、
研修内容が現場で活かせない

今の社員教育で十分かどうか不安…



社員教育は重要
企業成長に社員の成長は必要不可欠

でも工数もコストも限られている





なぜ拡大しているのか？

1

2
採用難易度が高い
採用難易度が上がり、社内教育の重要度がUP

3
Z世代の価値観
「背中を見て育て」がNGワードに。動画学習の導入が若手離職を防ぐ

労働力人口の減少
少子高齢化が進み、一人あたりの生産性を上げる重要度がUP



動画だけ見ても、大して成長しない

導入したんだけど、結局使われない

社員にあった教育コースを作るのが難しい

E-ラーニング  大お悩み



株式会社FCE

OJTも研修もEラーニングも

社員教育はもう失敗しない！

人材育成プラットフォーム



1
身に付くまでアウトプットできる

『動画×トレーニング』

2 キャリアマップに合わせた
社員教育プログラム作成

3

Smart Boardingのポイント

一人ひとりの現状把握と目標管理

学ぶ意欲を加速する評価との連携4



1
身に付くまでアウトプットできる

『動画×トレーニング』



身に付くまでアウトプットできる『動画×トレーニング』

実戦トレーニング動画やスライド

インプット アウトプット



INPUT OUTPUT
他社の方と

トレーニング

実戦トレーニング動画

講師(トレーナー)

×

身に付くまでアウトプットできる『動画×トレーニング』



動画は見放題、トレーニングも参加し放題

新人研修から
マネジメントまで

情報セキュリティ
マーケティング
働き方改革
キングダム
７つの習慣
PCスキル 

etc.



オリジナルのテストやレ
ポートを簡単に作成する
ことができます。

昇格用テストや研修後の
提出用レポートなどにも
利用できます。

テストやレポートでもアウトプット



学習管理・コース管理も楽々！

Ｂさん

Ｃさん

Ｄさん

Ｅさん

Ｆさん

・個人別学習履歴管理

・自社コンテンツアップロード

・自社専用オリジナルコース作成

・ユーザー権限設定

・未受講者リマインドメール

Ａさん

Bさん

Cさん

Dさん

Eさん



２
キャリアマップに合わせた
社員教育プログラム作成



新人 チーフ グループ

リーダ ー

課長 次長 部長 本部長

役員

上級役員

キャリア

ステップ

メンバー階層

キャリアマップと教育制度(プログラム)の連動

管理職階層 経営層

キャリアステップ(階層)に合わせて

教育制度を構築することが重要



階層別に求めている人材像を描き、
今の姿とのGAPを埋める
教育プログラムを作る

現状 目指す姿

課題

GAP

キャリアマップで
組織の求める姿を具現化
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どんな知識どんな技術を

身に付けている人なのか

求める人材像を3つの階層で整理

どのように仕事を

進めていく人なのか

どんなあり方・考え方で

仕事をする人なのか
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階層別に作成すれば

キャリアマップの完成
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キャリアマップに沿った階層別の学習プログラム作成

(例)メンバー階層コース (例)管理職階層コース
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7割以上の企業がOJTを重視

OJT重視
76.8%

OFF-JT重視
20%

不明
3.2%

OJT重視
73.7%

OFF-JT重視
24.5%

不明
1.8%

（出所）厚生労働省「平成30年度能力開発基本調査（企業調査）」

正社員 正社員以外
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OJT教育に関する主な課題

（出展）日本能率協会マネジメントセンター「新人・若手社員のOJTに関するアンケート(2022)」

64.7

％
63.6

％
42.0

％

指導者側の課題が多く発生

指導側の負担軽減や

標準化が必要
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OJTやOff-JTメニューを教育プログラム化

動画を作ることで
負担を軽減

「入社時研修」で何度も繰り返

し教えている内容

ウイルスソフト設定 日報について

会社の歴史
勤怠のルール
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例えば…



OJTやOff-JTメニューを教育プログラム化

ZoomなどのWEBの録画でも
十分に教育プログラムにできます！

「営業現場」で何度も繰り返し

教えている内容

システムの操作説明 ヒアリングのやり方

商品プレゼンのやり方 成功事例の共有

32

例えば…
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求める

人材像

教育

制度

【メンバー階層コース】
★必須

■ビジネスマナー■仕事の仕方■PDCAサイクル■ロジカルシンキング

■「７つの習慣を動画で学べるコース 私的成功」

■成果を出すために大切なこと

☆推奨

■乱世を生き抜くコミュニケーション講座（Basic新兵コース）

■「儲け方改革Howto編」

【管理職階層コース】
★必須

■管理者研修■7つのマネジメントスキル■最強組織の作り方講座

■「７つの習慣を動画で学べるコース 公的成功」

■財務経理入門

■マーケティング入門

☆推奨

■乱世を生き抜くコミュニケーション講座（Management千人将コース）

【経営層コース】
☆必須

■戦略的中期経営計画

■ビジネスプラン(新規事業)

■事業戦略 ■経営戦略

☆推奨

■乱世を生き抜くコミュニケーション講座

(Leadership大将軍コース）

キャリア

ステップ

階層共通テスト 階層共通テスト 階層共通テスト

階層ごとの具体的なキャリアマップ

キャリアマップと教育制度の“紐づけ”が重要

連動

キャリアマップと教育制度の連動が完成



キャリアマップ作成

教育プログラム作成

育成課題の特定
ロードマップ作成

教育プログラム作成
ワークショップ

定期フォロー
システム

HR領域コンサルティング会社としてのカスタマーサクセス制度で

指導側や人事側の負担軽減や教育の標準化を手厚く支援します

ロードマップ作成

ゴールの合意形成 課題の特定

連動

個別の育成課題相談

ロードマップ進捗レクチャー

Push型月次フォロー

新入社員テスト・育成力テスト



３
一人ひとりの
現状把握と目標管理



効果的な社員教育にするために

現状 目指す姿

課題

GAP

キャリアマップで
組織の求める姿を具現化

36

実際の仕事を通じて、一人ひとりが
「求める人材像」に近づいていく環境を作る



『PDCAが回る仕組み』『ゴールの明確化』『現在地の把握』

効果的な社員教育にするための重要なポイント

1 2 3
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『現在地の把握』ポイント

社員一人一人の現在と特性を見える化する

入社年や所属部署、担当業務などの基本情報、Smart Boardingの学習進捗だけでなく、これまでの業務

経験、身に付けているスキルや今学んでいることなど、能力に紐づく項目設定をすることで、「一人一

人に求める姿」に対しての現在地がわかる。

また、組織のカルチャーに合わせて、「個人のミッション」「未来ビジョン」など、

一人一人が大切にしていること、「MBTI診断結果」などの診断結果の項目などを追加することで、

一人一人が目指したい姿や特性も把握でき、効果的な育成の打ち手につなげることができる

1

スキル 目標 ビジョン

見えなかった人材像 人材の現在地がわかる
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『ゴールの明確化』ポイント

明確な目標の設定で
「目指す姿」へ進みやすい環境づくり

自分が所属する

チームの担っていること（ミッションや目標）からブレイクダウンされた

「一人ひとりの目標（通期目標、半期目標、四半期目標」を明確にすることで、マ
イルストーン

（中間目標地点）ができ、業務を通じて
「目指す姿」に向けて進みやすい状態にできる

２

39

目指すべき姿の明確化



『PDCAが回る仕組み』ポイント

中間地点での「振り返り→次の一手→目標」でPDCAが確実に！

目標設定だけでなく、結果確認→上手くいったことや
苦戦したことを振り返り、「次の一手」を導き出す
仕組みで、効果的なPDCAサイクルが浸透する仕組みを入れる

PDC
A

EX)

第1Q個人目標結
果

EX)
第1Q上手くいったこと

（事象と要因）

EX)
振り返りからの次の一手

EX)
第1Q個人目標

3



4
学ぶ意欲を加速する
評価との連携



自ら学び成長する人とそうでない人の違いは？

「学び成長したい理由がある」 「学び成長したい理由がない」



現状 目指す姿

学び成長する
必要があること

求められている姿に近づけば近づくほど、

評価される環境
キャリアマップと連動した

評価制度

43

社員の「学び成長したい理由＝動機」が生まれ、
意欲が加速する環境とは？



求める

人材像

キャリア

ステップ

階層ごとの具体的なキャリアマップ

キャリアマップと評価制度を連動させる

「求める人材像」に近づいているかどうか？を

基準に評価を行う



自社のキャリアマップに沿った
評価制度を構築できる機能とサポート

自社のキャリアマップに
紐づいた「自社オリジナル」の評価項目を
設定することで、
目指す組織の姿に近づく
効果性の高い「評価制度」となる。
評価時期・評価者・評価方法・評価基準も
全てカスタマイズ設定が簡単に行えるので、
自社にフィットする評価制度を構築可能！

評価制度運用までに必要な構築サポートがあるため
制度の見直しもゼロからの構築も安心！



①目指す姿の明確化
未来の組織にはどんな「考え方・姿勢」で、どんな「仕事の進め方」をし、
どんな「専門知識・スキル」を持った人財が必要なのか？を具体的に描く

②必要な教育プログラム設計
一人ひとりが「目指す姿」になるために必要な教育プログラムを設計する

③一人ひとりの現在地の見える化
それぞれの今の状況を明確にすることで「これから何を学ぶべきか？」
「どんな成長が必要か？」を見える化する

④成長の原動力になる評価制度
目指す姿に近づくほど評価される仕組みを持つことで、
学習意欲・成長意欲を高め、「目指す人財」を育てる

効果的な人財育成の4つのポイント



×

Smart Boarding会員限定

福利厚生サービス
「ベネフィット・ステーション」
を無料でご利用頂けます。

※レジャー・グルメ・旅行など、
暮らしに役立つサービスをお得に利用可能です。



Smart Boardingは…今までのEラーニング

他社サービス比較

コンテンツはたくさんあるが、

動画を見てインプットまでの片面 アウトプットができる
オンライントレーニング受け放題

動画を見ても、できるようにな

ったかどうかは別の話
×

階層別・課題別の、約100種類のオントレが受け放題！

他社の方とできるようになるまでトレーニングできる。

インプットとアウトプットの両面あるのが特徴です。



Smart Boardingは…一般的なサポート

他社サービス比較／サポート編

操作説明に関するヘルプデスク

メールやチャットボットを活用した

サポートデスクとのやり取り

専任担当制による

安心のサポート体制
直接電話での問い合せも可能。毎月こちらからご連絡！

専任のカスタマーサクセスが、貴社の目指す姿を理解した

上で、その実現のためのサポートをいたします。

Smart Boarding
コンサルタントチーム



Smart Boardingは多くの企業様に選ばれ、高い評価を頂いております。



や 問わず
広くご利用いただいております



※初期費用を別途頂戴します ※初期費用を別途頂戴します
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